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３月１日（火）茨城県庁
小児への新型コロナワクチン接種について

茨城県へ要望書提出
　茨城県市長会と茨城県町村会で、「小児（5歳以上11歳以
下の者）への新型コロナワクチン接種に関する要望書」を
茨城県に提出しました。
　小児へのワクチン接種は小児科医でないと難しいとされ
ていますが、茨城県は人口10万人あたりの小児科医数が
全国最下位であり、また潮来市は小児科専門医がいないた
め、本市の状況を直接県知事にお伝えしました。

　令和3年度 潮来市小・中学校児童生徒表彰式が行われま

した。表彰式は新型コロナ感染症対策により、各校代表者

のみの出席となりましたが、小学生74人、中学生48人が

表彰されました。文化活動・スポーツ活動・善行等の素晴

らしい活躍や努力が認められたものです。おめでとうござ

います。

３月１６日（水）日の出中学校
日の出中学校ＰＴＡ教育講演会

Ｕ字工事さん 登場
　令和３年度 日の出中学校ＰＴＡ教育講演会が日の出中学
校で開催され、日の出中生徒・先生によるお笑いコント等
を披露。そして、芸人のＵ字工事さんが登場し、ネタの披
露などを行いました。会場はたくさんの笑い声に包まれま
した。

３月４日（金）
潮来市役所
児童生徒表彰

３月５日（土）佐原文化会館
シンポジウム「水郷観光圏と東国
三社参りの魅力と展望」開催

　地域ならではの水郷遊覧や、東国三社をはじめとした水
郷観光圏４市（鹿嶋市、潮来市、神栖市、香取市）の魅力
を再認識し、地域の連携をより深めることを目的としてシ
ンポジウムを実施しました。また、各市の魅力や今後の取
組み、水郷観光圏と東国三社の魅力を掛け合わせることの
可能性について、４市長が話し合いました。
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３月１３日（日）
津軽河岸あと広場 石の蔵

おとなの恋の始め方講座 開催
　恋愛・仕事・日常にいかせるコミュ
ニケーションを学び、自分磨きや自
身の魅力発見を目的に開催されまし
た。異性間コミュニケーション協会
トップ認定講師の駒井 沙織さんに
よる、「好感度アップと会話力セミ
ナー」などが行われました。

３月４日（金）市長室
茨城県農林水産部長賞 受賞
　第14回 茨城県美しい水土里づく
り優良活動表彰が行われ、八代地区
環境保全会が、茨城県農林水産部長
賞を受賞しました。八代地区環境保
全会は平成21年度に取組みを開始
し、農地周りの清掃活動や、子ども
向けに水質調査・生き物調査を実施
しています。

２月２６日（土）潮来公民館

文化講演会 開催

　「未来（これから）のスポーツ文

化を考える」をテーマに、潮来市出

身の（ＮＰＯ）日本サッカー指導者

協会セミナーダイレクター 藤原 明

夫さんによる、講演会が開催されま

した。

２月２４日（木）潮来第二中学校
第９回いばらきっ子郷土検定

茨城県大会交流会
　県大会交流会に、潮来市大会で優
秀な成績を収めた潮来第二中学校が
参加し、他地区の９校とオンライン
で接続して○×式・選択式の問題に
取り組み、仲間同士で相談しながら
解答していました。また、応援生徒
も代表生徒を一生懸命に後押しし、
参加したチームの中で最も盛り上が
りました。

２月２４日（木）潮来公民館

鹿行まちづくり講演会 開催

　「これからの鹿行のまちづくりに

ついて」をテーマに、㈱鹿島アント

ラーズＦＣ社長の小泉 文明さんが

講演を行いました。「アントラーズ

を通し、地域と日本全国をつなげて

いきたい」と話されました。

３月１３日（日）潮来公民館

潮来まちづくりシンポジウム 開催

　潮来高校地域ビジネス科の1・2

年生と、筑波大学都市計測実験室の

学生が参加し、観光や食べ物、レ

ジャーなどの様々な分野で、若者の

視点を生かした地域課題の解決につ

いて発表をしました。


